


否定できるものはどれか。

1. 心房頻拍

2. 順方向性回帰頻拍

3. 房室結節リエントリー性頻拍

PVC後に、P→QRSで頻拍は開始しているため、心房頻拍ではない。
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診断はどれか。

1. 心房頻拍

2. 順方向性回帰頻拍

3. 房室結節リエントリー性頻拍

心房二重応答で頻拍が誘発されており、
刺激時のSA間隔と頻拍時のVA間隔が近似するため、ORT
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